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い
く
つ
に
な
っ
て
も
、 

　
之
を
習
う 

椎 

窓   

猛 

　
暦
は
葉
月
。
八
月
。
盛
夏
も
日

に
日
に
過
ぎ
て
晩
夏
光
。
カ
ン
カ

ン
帽
の
明
治
の
父
と
先
祖
詣
で
に

山
里
の
坂
道
を
登
っ
た
お
盆
の
日

の
思
い
出
も
ま
た
走
馬
灯
。
そ
し

て
め
ぐ
り
く
る
あ
の
終
戦
記
念
日
。

ビ
ル
マ
戦
線
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を

語
る
兵
士
も
今
や
寥
々
。
　
ひ
と

す
じ
の
秋
風
な
り
し
蚊
遣
香
、
水

巴
　
暮
れ
方
に
う
ら
の
林
か
ら
、

か
な
か
な
、
蜩
の
声
、
し
ば
し
、

し
ぐ
れ
る
。
▼
去
る
七
月
は
長
梅

雨
の
日
々
で
あ
っ
た
が
、
記
録
に

と
め
て
お
き
た
い
件
は
、
篠
栗
の

県
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
『
社

会
教
育
』
実
践
事
例
発
表
会
。
八

女
市
黒
木
町
か
ら
「
土
を
つ
ち
か
い
、

い
の
ち
を
は
ぐ
く
む
、
お
お
に
し

農
業
小
学
校
」
。
斎
藤
事
務
局
長
、

創
立
以
来
四
年
間
の
実
践
活
動
に

つ
い
て
の
発
表
。
廃
校
を
拠
点
に

自
然
、
農
業
体
験
を
と
お
し
て
、

祖
父
母
に
親
子
、
孫
も
。
三
世
代

協
同
学
習
。
昔
の
ガ
ン
ヅ
メ
押
し

体
験
の
様
子
が
ス
ク
リ
ー
に
写
し

だ
さ
れ
て
、
そ
れ
を
知
る
人
知
ら

ぬ
人
の
感
動
。
ガ
ン
ヅ
メ
押
し
と
は
、

田
ん
ぼ
の
草
取
り
に
酸
素
補
給
を

兼
ね
て
の
手
押
し
除
草
機
。
▼
つ

ぎ
は
佐
賀
多
久
市
か
ら
、
孔
子
の

里
事
業
、
田
島
恭
子
さ
ん
の
発
表
。

こ
こ
は
多
久
聖
廟
に
つ
い
て
、
子

ど
も
た
ち
が
ジ
ュ
ニ
ア
ガ
イ
ド
を

し
な
が
ら
学
び
あ
う
ま
ち
づ
く
り

実
践
。
ま
ず
は
論
語
の
カ
ル
タ
と

り
か
ら
学
習
が
は
じ
ま
る
。
「
仁

に
志
せ
ば
悪
む
こ
と
無
き
な
り
」
「
君

子
は
言
訥
に
し
て
行
い
敏
な
ら
ん

と
欲
す
」
「
十
有
五
に
し
て
学
に

志
す
」
齢
い
く
つ
に
な
り
て
も
「
学

び
て
時
に
之
を
習
う
…
よ
ろ
こ
ば

し
や
」
と
、
篠
栗
の
町
を
あ
と
に

す
る
。 

※ 三池港の潮ごよみがついています 

大篭痩せ仏様御日 
　　　　　（八女市大篭町内会） 

八女筑後看護専門学校 
学校見学会（准看護科） 
筑後船小屋花火大会 
　　　　　　　（筑後広域公園） 

はちひめ商品券販売開 
始 

特別支援教育セミナー 
　（サザンクス筑後・サンコア） 

松尾弁財天縁日（立花町） 

人生史サークル黄櫨の会 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

天神さん子どもまつり 
　　　　　～22日（福島八幡宮） 

べんがらの日（べんがら村） 
八女筑後看護専門学校 
学校見学会（看護科） 

お風呂の日　（べんがら村） 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　　（三加和温泉） 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

千燈明祭　　（水田天満宮） 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　８月４日・18日 
黒 木 町 ふ じ の 里　８月４日・18日 
上陽町地域福祉センター　８月11日・25日 
立 花 町 か が や き　８月11日・25日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　８月６日 
黒 木 町 ふ じ の 里　８月20日 
上陽町地域福祉センター　８月27日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　８月６日 
八女市社会福祉会館　８月20日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

 
くろぎふるさと日曜市 
　毎週日曜日 
上陽ふるさと市 
　毎週土曜日 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　　（上陽町） 

湯布院バスウオーク 
　　　　～23日（八女歩こう会） 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161

なんでも人権相談所 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

なんでも人権相談所 
　　　（黒木地域交流センター） 

なんでも人権相談所 
　　　　（広川町はなやぎの里） 

なんでも人権相談所 
　　　　　（立花市民センター） 
　　　　　　（筑後市サンコア） 

いわいゼミナール 
　　　　　（岩戸山歴史資料館） 
　　　　　　123-5524　徳永 

平和を考える市民の集い 
中島啓江講演会 
　　　　　　（サザンクス筑後） 
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八
女
の
宝
物 

私の行きつけのお店 

呟き 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち
光友ヴィクトリー 

　
北
筑
後
大
会
優
勝
を
果
た
し
、

８
月
８
日
か
ら
始
ま
る
四
国
し

ま
な
み
少
年
野
球
大
会
を
目
前

に
し
た
原
典
之
監
督
を
訪
ね
ま

し
た
。
監
督
は
光
友
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ー
34
年
の
う
ち
30
年
以
上
に

亘
り
熱
血
指
導
。
そ
の
間
九
州

大
会
制
覇
、
全
国
大
会
出
場
な

ど
で
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て

い
る
。 

　
又
一
つ
勲
章
が
加
わ
り
ま
し

た
ね
。
「
現
在
部
員
は
28
名
、

チ
ー
ム
は
投
手
を
中
心
と
し
た

守
り
勝
つ
野
球
が
特
徴
で
す
。
」 

　
ク
ラ
ブ
の
指
導
方
針
は
？
「
勝

つ
こ
と
だ
け
が
目
標
で
は
な
く
、

野
球
を
通
し
て
①
何
事
に
も
全

力
で
取
り
組
む
人
に
②
自
分
に

負
け
な
い
人
に
③
他
人
の
痛
み

の
わ
か
る
人
に
育
て
る
こ
と
で

す
。
平
成
17
年
に
は
甲
子
園
に

卒
部
生
が
出
場
し
後
輩
に
夢
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
」 

　
監
督
の
考
え
る
少
年
野
球
と

は
？
「
野
球
を
通
し
て
勝
負
の

厳
し
さ
を
学
ぶ
と
共
に
切
磋
琢

磨
し
成
長
し
て
い
く
。
そ
し
て

常
に
全
国
大
会
出
場
を
目
指
す
。

高
い
目
標
を
持
ち
続
け
な
け
れ

ば
成
長
は
し
ま
せ
ん
。
近
年
、

子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
し
、
勝

ち
負
け
や
他
と
の
比
較
を
避
け

る
傾
向
も
感
じ
ま
す
が
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ー
の
卒
部
生
は
普
段
学

ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
勝
負
の
厳

し
さ
や
連
帯
感
を
身
に
つ
け
逞

し
く
社
会
に
翔
い
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
国
で
の
健
闘
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｔ
） 

コ
ー
チ
　
原
敏
博
、
井
上
義
弘
・

高
山
慎
太
郎 

　ある時はお見合いの場に、ある時はデートの場に、ある時は子ども

の予防接種や検診の後の若いお母さん達のおしゃべりの場として、更

に青年団や消防団の行事の後に、60代以上の人なら色んな思い出の中

にこの店が登場すると思います。昭和27年創業以来58年、レストラン

亀ノ井は八女の文化の一翼を担ってきました。 

　「私が修業をして父の店に帰ったのが昭和46年でした。当時は近く

に京座という映画館がありました。夏には商店街が夜市の出し物を競い、

八女公園では婦人会の盆踊り、初秋の燈籠人形は一大イベントでした。

私は厨房の技術は外で学びましたが経営のイロハは全て父から学びま

した。今も大切にしていることは毎日来てもらっても苦にならない価

格設定です。だからといって食べ物は安全安心が最優先、食材は決し

て落すことはできません。ここに手をつけたら味が変わり、結果とし

てお客さんの信用を失うことになります。この教えを頑固に守ってき

たことが今迄お客様にご愛顧頂いているのでしょうか。」オーナーの

松崎光孝（62歳）さんは控えめに話されます。カツカレーにＡランチ、

当時と変わらぬメニュー、変わらぬ味が皆さんの青春時代を呼びおこ

してくれるはずです。 

　２階には洋食の店には珍しく

30人は座れる座敷も備えている。

レトロな玄関、店内にさりげなく

飾られた年代ものの書画骨董が店

の品格と歴史を物語っている。 

レストラン亀ノ井 

八女市本町 

1 0943－22－2424

 

時
間
よ
止
ま
れ 

 

　
毎
朝
牛
乳
を
宅
配
さ
れ
て

い
た
牛
乳
店
の
ご
主
人
が
急

逝
さ
れ
た
。
長
い
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
合
掌
。

勤
勉
実
直
そ
う
な
方
で
あ
っ

た
。
た
ま
に
顔
を
合
わ
せ
る

と
「
ご
苦
労
様
で
す
」
「
お

早
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
簡
単

な
挨
拶
を
交
わ
す
程
度
だ
っ

た
。
い
つ
か
時
間
の
あ
る
時

に
ゆ
っ
く
り
話
せ
ば
よ
か
。

こ
れ
か
ら
も
時
間
は
い
く
ら

で
も
あ
る
。
二
人
の
時
間
は

永
遠
に
続
く
も
の
と
錯
覚
し

て
い
た
。
い
つ
ま
で
も
あ
る

と
思
う
な
時
と
親
で
あ
る
。

そ
う
い
え
ば
六
月
初
め
に
は

刎
頸
の
友
を
無
く
し
た
。
二

月
に
最
愛
の
奥
さ
ん
に
先
立

れ
、
ず
い
分
と
力
を
落
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。

い
つ
か
励
ま
し
に
行
こ
う
と

思
い
つ
つ
、
つ
い
先
延
ば
し

し
て
い
た
。
迂
闊
だ
っ
た
。

甘
か
っ
た
。
生
前
あ
ん
な
に

親
し
く
し
て
い
た
の
に
、
長

く
苦
し
む
友
に
対
し
て
何
の

力
に
も
な
れ
な
か
っ
た
。
友

達
甲
斐
の
無
い
奴
と
自
分
を

責
め
た
。
一
期
一
会
の
教
え

が
あ
る
。
今
日
の
出
会
い
は

生
涯
二
度
と
な
い
出
会
い
、

一
期
は
た
だ
一
度
の
人
生
。

い
つ
誰
に
対
し
て
も
実
意
を

も
っ
て
尽
く
さ
な
け
れ
ば
後

悔
す
る
。
今
朝
も
新
聞
を
取

っ
た
帰
り
に
牛
乳
箱
を
開
け

て
み
る
。
失
っ
て
知
る
、
無

く
し
た
も
の

の
大
き
さ
、

あ
り
が
た
さ

で
あ
る
。 

（
は
る
お
） 

　
夏
真
っ
盛
り
！
蝉
の
声
が

い
や
が
上
に
も
暑
さ
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
少
し
で
も
涼
し
く

過
ご
し
た
い
あ
な
た
に
心
と

体
を
癒
や
し
て
く
れ
る
“
イ

ワ
タ
バ
コ
”
の
群
生
地

を
紹
介
し
ま
す
。 

　
爽
や
か
な
花
色
に
ひ

と
と
き
の
暑
さ
を
忘
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
見
頃

は
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
ま
で
で
す
。 

場
所
：
八
女
市
矢
部
村

北
矢
部
４
０
１
４
番
地

（
神
の
窟
）
「
八
女
津

媛
神
社
」
境
内
周
辺 

交
通
：
堀
川
バ
ス
／
石

川
内
バ
ス
停
下
車
1.3
㎞ 

周
辺
の
施
設
：
八
女
津

媛
浮
立
館
・
杣
の
ふ
る

さ
と
文
化
館
（
旧
矢
部

中
学
校
） 

1
０
９
４
３
―
４
７
―
２
０
５
５ 

※
途
中
、
お
ば
し
ゃ
ん
の
店
、

ま
ん
ど
き
そ
ば
の
店
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
行
き
帰
り
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

夏
を
癒
や
す
花
発
見
！！
 

   

　
八
女
市
の
知
の
殿
堂
、
八
女
市
立

図
書
館
は
、
こ
の
本
館
と
旧
５
町
村

に
あ
る
５
つ
の
分
館
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
又
黒
木
と
星
野
に
移
動
図
書

館
を
持
っ
て
い
ま
す
。
蔵
書
は
本
館

８
６
、
０
０
０
冊
、
５
分
館
で
６
２
、

０
０
０
冊
で
す
。 

　
こ
の
図
書
館
の
蔵
書
の
特
長
は
？

　
か
つ
て
八
女
郡
役
所
が
旧
福
島
町

に
置
か
れ
て
い
た
関
係
で
八
女
郡
図

書
館
が
こ
こ
福
島
町
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
変
遷
を
経
て
、
八
女
郡
図
書

館
の
資
料
等
は
八
女
市
立
図
書
館
が

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
従
っ
て
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
戦
前
、
戦
後
の
行
政

資
料
は
こ
こ
に
ま
と
ま
っ
て
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。
又
よ
そ
の
図
書
館
が

廃
棄
す
る
よ
う
な
文
学
全
集
等
も
か

な
り
持
っ
て
い
ま
す
の
で
他
の
図
書

館
か
ら
貸
し
出
し
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
の
利
用
状
況
は
？
　
５

月
は
利
用
者
約
５
、
０
０
０
人
、

貸
出
数
約
２
２
、
０
０
０
冊
で

し
た
。
も
っ
と
図
書
館
を
利
用

し
て
頂
く
た
め
に
今
後
も
色
ん

な
企
画
を
計
画
し
ま
す
の
で
広

報
の
図
書
館
だ
よ
り
を
ご
覧
下

さ
い
。
現
在
市
で
運
行
し
て
い

る
福
祉
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス

等
も
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

市
民
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
の
多
い

話
題
の
本
も
多
数
揃
え
た
い
の

で
す
が
ど
う
し
て
も
お
待
た
せ

し
て
い
ま
す
。
図
書
館
は
知
識

の
宝
庫
。
人
生
は
一
度
限
り
で

す
が
本
を
読
む
こ
と
で
色
ん
な

人
の
生
き
方
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
龍
馬
が
駆
け
た
維

新
前
夜
に
も
、
戦
国
武
将
が
智
略
を

尽
く
し
た
戦
国
時
代
に
も
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
で
き
る
し
、
世
界
一
周
の
バ

ー
チ
ャ
ル
体
験
も
で
き
ま
す
。
お
金

を
か
け
ず
に
自
分
の
人
生
を
よ
り
豊

か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
図
書
館
に

お
出
か
け
下
さ
い
。 （

館
長
・
堤
諭
吉
） 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
２
５
０
４ 

開
館
　
火
〜
日 
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輝く 
八女農業高等学校 

「圃場から食卓まで」 

「保育から介護まで」 

渓
流
釣
り 

盆
に
想
う 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 

" available "
空いている、使用可能などの意味 

その
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私
た
ち
生
活
科
学
科
で
は
、

実
習
で
野
菜
の
栽
培
管
理
と

各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
生

育
調
査
を
行
い
ま
す
。 

　
一
年
生
の
時
に
自
分
で
作

っ
た
絣
の
実
習
服
を
三
年
間

使
い
ま
す
。
色
ん
な
野
菜
を

栽
培
す
る
こ
と
で
豊
か
な
感

性
が
磨
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

生
育
調
査
の
デ
ー
タ
を
ま
と

め
、
結
果
を
発
表
す
る
こ
と

で
科
学
的
思
考
力
と
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
高
め
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
「
食
」
や

「
福
祉
」
分
野
の
学
習
を
通

し
て
「
圃
場
か
ら
食
卓
ま

で
」
、
「
保
育
か
ら
介
護
ま

で
」
と
、
生
活
に
役
立
つ
知

識
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。 

８
月
の
八
女
農
み
ら
い
館
の

開
館
日
は
　 

３
日
（火）
、
６
日
（金）
、
10
日
（火） 

17
日
（火）
、
24
日
（火）
、
27
日
（金） 

31
日
（火） 

　
８
月
の
販
売
時
間
は
、
10

時
30
分
〜
12
時
30
分
で
す
。 

　前回は、ハワイのマクドナルドで注文の場面でした。店内で

食べる時は " For here " 持ち帰る時は " To go " と表現し
ました。 

　今回は、スパの予約とプールの備品について、フロントでた

ずねます。 

A) I'd like to make a reservation at the spa for 
today. 
（今日のスパの予約をしたいのですが） 

B) All right. What time would you like?
（わかりました。何時がよろしいですか？） 

A) Uh…Is five o'clock available?
（えっと、5時は空いていますか？） 

B) Let me check.（調べてみますね） 
Yes, it is available.（はい、空いています） 

A) OK!  Please make the reservation for five o'clock.
（はい！　では、5時に予約をお願いします） 

And I'm going to the swimming pool now.  Are 
towels available there?
（それから、今からプールに行きますが、タオルは備えて

ありますか） 

B) Yes. Please tell your room number and get the 
towels.
（はい、あります。お部屋番号を伝えて、タオルをもらっ

てください） 

A) OK, sounds good! Thank you!
（了解しました！ありがとうございます！） 

（その7）のフレーズ復習 

For here or to go?
（店内でお召し上がりですか、それともお持ち帰りですか？） 

ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

　
夏
真
っ
只
中
、
体

力
も
消
耗
し
や
す

く
、
食
欲
も
低
下
し

が
ち
な
今
日
こ
の

頃
。
こ
ん
な
季
節
に

は
す
っ
き
り
と
し
た

香
り
の
、
ペ
パ
ー
ミ

ン
ト
や
ロ
ー
ズ
マ
リ

ー
、
ユ
ー
カ
リ
な
ど
の
ほ
か
、

爽
や
か
で
程
よ
い
甘
さ
を
感

じ
ら
れ
る
柑
橘
系
の
香
り
を

好
ま
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で

す
。 

　
柑
橘
系
と
い
え
ば
、
日
本

人
に
と
っ
て
大
変
な
じ
み
の

あ
る
香
り
で
、
オ
レ
ン
ジ
や

レ
モ
ン
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
精
油

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
精

油
は
ど
れ
も
ほ
ど
よ
く
食
欲

を
刺
激
し
、
消
化
器
系
の
不

調
を
緩
和
す
る
作
用
、
血
行

を
よ
く
し
て
、
代
謝
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。 

　
ま
た
最
近
は
　

和
の
香
り
　

に
興
味
を
持
つ
方
も
多
く
、

ユ
ズ
の
精
油
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
ユ
ズ
の
香
り
は
と

て
も
優
し
く
、
す
っ
き
り
感

が
あ
り
ま
す
の
で
、
胃
腸
が

弱
っ
て
い
て
、
オ
レ
ン
ジ
や

レ
モ
ン
で
は
重
た
く
感
じ
る

方
、
甘
さ
が
気
に
な
る
と
い

う
方
に
も
お
勧
め
の
精
油
で

す
。 

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
香
り
は

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
程
よ

く
保
つ
作
用
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
心
と

体
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
る

香
り
と
し
て
是
非
お
使
い
く

だ
さ
い
。
そ
れ
に
代
謝
が
よ

く
な
る
と
い
う
こ
と
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
効
果
、
美
容
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
よ
。 

　
し
か
し
な
が
ら
柑
橘
系
の

精
油
は
光
感
作
性
と
い
っ
て
、

皮
膚
に
塗
布
し
た
直
後
に
直

射
日
光
に
あ
た
る
と
し
み
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ス
キ
ン
ケ
ア
に
取
り
入
れ
る

場
合
は
必
ず
ナ
イ
ト
ケ
ア
だ

け
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
精

油
の
希
釈
濃
度
も
厳
守
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
柑
橘
系
は
開
封
後
、

半
年
を
目
安
に
使
い
切
る
こ

と
も
お
忘
れ
な
く
！ 

Ｌ
Ｉ
Ｃ
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

認
定
講
師
　
牧
坂
久
美
子  

1
０
９
０
―
２
７
１
４
―
９
１
７
２ 

e-m
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渓
流
釣
り 

渓
流
釣
り 

  
　
お
盆
が
近
づ
く
と
決
ま
っ

て
思
い
出
す
光
景
が
あ
る
。

澄
ん
だ
空
に
舞
う
赤
い
精
霊

さ
ん
と
ん
ぼ
。
高
校
球
児
が

黙
祷
す
る
灼
熱
の
甲
子
園
球

場
。
御
先
祖
さ
ん
が
来
と
ら

っ
し
ゃ
る
間
は
殺
生
し
て
は

い
け
な
い
と
祖
母
か
ら
大
好

き
な
魚
釣
り
を
禁
じ
ら
れ
て

い
た
こ
と
。
信
心
深
い
祖
母

に
並
ん
で
座
っ
た
お
仏
壇
の

前
。
ろ
う
そ
く
の
炎
が
一
瞬

ポ
ッ
と
明
る
く
な
る
と
ご
先

祖
様
が
喜
ん
で
い
な
さ
る
。

線
香
の
煙
り
が
ま
っ
す
ぐ
昇

る
時
こ
の
世
と
お
浄
土
を
結

ん
で
く
れ
て
い
る
の
だ
と
教

え
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
時
い

つ
も
盆
提
灯
の
灯
り
が
点
っ

て
い
た
。
13
日
に
先
祖
の
霊

を
迎
え
、
15
日
に
精
霊
さ
ん

送
り
を
す
る
。
何
と
や
さ
し

い
風
習
で
あ
ろ
う
か
。
日
頃

不
信
心
で
バ
チ
当
た
り
ば
か

り
し
て
い
る
罪
滅
ぼ
し
に
今

年
は
精
一
杯
の
お
勤
め
を
し

よ
う
。
折
角
提
灯
の
ふ
る
さ

と
に
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
先
ず
ホ
コ
リ
を
被
っ
た

提
灯
を
出
そ
う
。
（
と
お
る
） 

　
「
メ
ン
メ
ン
ド
ン
モ
精
霊

サ
ン
ニ
ナ
ッ
タ
手
間
イ
ラ
ン

バ
ッ
テ
ン
　
盆
ニ
ア
ル
キ
来

テ
　
ナ
ー
ニ
ン
出
シ
テ
　
呉

レ
ン
ナ
ラ
　
徒
然
ナ
カ
バ
イ
」

「
ソ
ー
ド
コ
ジ
ャ
ナ
カ
」
郷

田
敏
男
著
「
八
女
の
方
言
」
。 

◆
目
に
は
見
え
な
い
仏
様
や

ご
先
祖
様
を
供
養
し
た
り
感

謝
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
の

が
提
灯
で
す
。
昔
は
ご
先
祖

様
の
霊
が
帰
っ
て
く
る
目
印

や
戻
っ
て
い
く
道
を
照
ら
す

た
め
に
松
明
や
か
が
り
火
を

焚
い
て
い
た
も
の
が
現
在
は

提
灯
に
灯
を
点
し
て
飾
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
八
女
提
灯
協
同
組
合
案
内
よ
り
） 

つ
ぶ
や
き
川
柳 

飴
ち
ゃ
ん
お
ま
え
も
小
さ
く
な
っ
た
の
う 

衣
替
え
い
つ
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い 

き
れ
い
好
き
心
が
き
れ
い
と
限
ら
な
い 

今
は
も
う
私
財
な
げ
う
つ
偉
人
出
ず 

高
山
た
か
子 

収穫したラッキョウを利用した漬け物作り 

  

　
ふ
る
さ
と
と
言
う
歌
を
口

ず
さ
む
と
、
「
ウ
サ
ギ
追
い

し
、
か
の
山
　
こ
ぶ
な
釣
り

し
か
の
川
・
・
・
」
こ
の
歌

詞
に
あ
る
「
こ
ぶ
な
釣
り
し
」

が
私
の
釣
り
の
原
点
で
す
。

幼
い
頃
、
父
に
連
れ
ら
れ
星

野
川
で
魚
釣
り
、
釣
れ
る
の

は
鮒
だ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に

覚
え
て
お
り
、
小
川
で
し
ー

つ
き
ど
ん
こ
（
よ
し
の
ぼ
り
）

を
友
人
と
日
が
暮
れ
る
の
も

忘
れ
て
釣
っ
て
い
た
こ
と
も

思
い
出
し
ま
す
。 

　
青
年
と
な
り
宮
崎
県
の
渓

流
へ
始
め
て
ル
ア
ー
で
山
女

魚
を
釣
り
に
行
き
、
「
な
ん

と
綺
麗
な
魚
な
ん
だ
」
と
感

動
し
ま
し
た
。
渓
流
を
釣
り

登
る
と
き
は
釣
り
に
夢
中
で

気
付
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

帰
路
で
山
の
自
然
・
四
季
の

移
り
変
わ
り
を
、
体
で
感
じ

る
の
が
楽
し
く
、
山
女
魚
釣

り
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て

は
や
三
十
年
が
経
ち
ま
す
。 

　
県
外
に
行
か
な
け
れ
ば
山

女
魚
は
釣
れ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
星
野
川
・
矢

部
川
で
も
釣
れ
る
こ
と
が
判

り
、
そ
う
い
え

ば
高
校
時
代
に

友
人
が
「
矢
部

に
山
女
魚
を
釣

り
に
行
く
」
と

言
っ
て
い
た
な

ー
と
思
い
出

し
、
星
野
川
・

矢
部
川
に
通
い

始
め
ま
し
た
。
若
い
頃
は
ル

ア
ー
、
途
中
は
餌
釣
り
で
釣

っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
五
年

程
前
か
ら
自
分
で
毛
鉤
を
巻

い
て
テ
ン
カ
ラ
釣
り
を
し
て

い
ま
す
。
苦
労
し
て
巻
い
た

毛
鉤
に
渓
流
の
宝
石
（
山
女

魚
）
が
釣
れ
る
と
、
な
ん
と

も
言
え
な
い
充
実
感
が
あ
り

ま
す
。
若
い
頃
は
が
む
し
ゃ

ら
に
釣
っ
て
い
ま
し
た
が
、

年
と
と
も
に
趣
向
が
変
わ
り
、

釣
る
ま
で
の
過
程
や
山
女
魚

と
の
知
恵
比
べ
を
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

食
べ
て
も
最
高
に
美
味
、
私

は
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
イ
ー

ト
」
で
、
釣
っ
た
魚
は
お
い

し
く
食
べ
て
あ
げ
る
の
が
魚

へ
の
恩
返
し
と
考
え
て
お
り
、

刺
身
・
塩
焼
き
等
、
た
く
さ

ん
料
理
方
法
は
あ
り
ま
す
が
、

か
ら
揚
げ
に
し
て
も
ま
た
美

味
（
お
勧

め
）
。 

　
河
川
の

護
岸
工
事

や
乱
獲
に

よ
り
山
女
魚
の
数
が
以
前
よ

り
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

と
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。
山

女
魚
釣
り
に
限
ら
ず
、
釣
り

の
技
術
と
基
本
・
マ
ナ
ー
を

息
子
達
に
教
え
て
い
ま
す
が
、

「
こ
う
い
っ
た
事
は
し
て
は

い
け
な
い
」
等
、
釣
り
人
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
マ
ナ
ー

や
決
ま
り
事
が
あ
り
ま
す
。

幼
魚
は
や
さ
し
く
リ
リ
ー
ス

（
渓
流
へ
戻
す
）
し
、
必
要

以
上
は
持
ち
帰
ら
な
い
、
ご

み
は
持
ち
帰
る
等
、
釣
り
人

も
マ
ナ
ー
を
守
り
ふ
る
さ
と

八
女
の
清
流
を
い
つ
ま
で
も

守
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

（
八
女
の
か
わ
せ
み
） 
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行
っ
て
み
よ
う
よ 

こ
の
お
店 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

   A

　
福
島
八
幡
宮
天
神
さ
ん

子
ど
も
ま
つ
り 

明
治
初
期
に
始
ま
っ
た
子
ど

も
の
た
め
の
お
祭
り
「
天
神

講
」
は
昭
和
40
年
に
途
絶
え

ま
し
た
が
平
成
８
年
に
復
活

さ
れ
、
天
神
講
（
天
神
さ
ん

子
ど
も
ま
つ
り
）
の
提
灯
に

明
か
り
を
灯
し
年
々
賑
わ
い

を
呈
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
健
康
と
学
業
成
就
祈

願
に
お
参
り
下
さ
い
。
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
。 

     

と
き
／
８
月
21
日
・
22
日 

と
こ
ろ
／
福
島
八
幡
宮
（
八

女
市
東
宮
野
町
） 

A

　
特
別
支
援
教
育
（
発
達

支
援
・
不
登
校
）
セ
ミ
ナ
ー 

会
期
／
８
月
24
日
（火） 

時
間
／
午
前
９
時
半
〜
午
後

４
時
半 

会
場
／
「
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
」

及
び
「
サ
ン
コ
ア
」
３
Ｆ 

対
象
者
／
教
育
問
題
（
発
達

支
援
・
不
登
校
）
に
関
心
の

あ
る
教
育
関
係
者
及
び
関
係

諸
機
関
、
保
護
者
、
学
生
等 

参
加
申
込
／
○
参
加
費
‥
無

料
○
申
込
期
限
‥
８
月
10
日

（火）
○
申
込
方
法
‥
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。 

※
申
込
書
は
、
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
す
。
（
主
催
）

〒
８
３
４
―
０
０
６
５
　
八

女
市
亀
甲
61
・
西
日
本
短
大

附
属
高
校 

セ
ミ
ナ
ー
係 

5
０
９
４
３
―
２
２
―
２
１
４
１

　http://w
w
w
.nishitan.ed.jp 

   A

　
キ
ャ
ン
ド
ル 

国
光
産
業
株
式
会
社
よ
り
、

今
か
ら
の
季
節
に
ピ
ッ
タ
リ
！

ビ
ー
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
と
お
茶

の
香
り
漂
う
抹
茶
ゼ
リ
ー
キ

ャ
ン
ド
ル
を
各
10
名
の
方
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
左
記
へ

国
光
産
業
株
式
会
社 

〒
８
３
４
―
０
０
２
３
　
八

女
市
馬
場
18
―
２ 

1
０
９
４
３
―
３
０
―
３
５
５
０ 

　http://w
w
w
.kokkou

.com
 

応
募
締
め
切
８
月
20
日
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
会

社
へ
受
け
取
り
に
来
れ
る
方

に
限
り
ま
す
。 

         A

　
翆
の
宝
物
【
八
女
茶
を

使
っ
た
ス
ウ
ィ
ー
ツ
の
お
知

ら
せ
！
】 

      

お
茶
の
竹
翆
園
の
専
務
さ
ん

母
娘
協
同
開
発
の
新
製
品
（
本

店
の
み
販
売
）
が
出
ま
し
た
。

二
人
が
通
う
お
菓
子
教
室 

「S
w
e
e
t&
T
a
b
le

」
の
三

浦
裕
子
先
生
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
頂
き
、
芳
醇
な
八
女

茶
を
独
自
の
製
法
で
練
り
込

み
、
風
味
豊
か
で
大
人
の
味

の
バ
タ
ー
ケ
ー
キ
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
重

た
く
な
く
リ
ッ
チ
な
風
合
い

と
ふ
ん
わ
り
と
し
た
口
当
た

り
で
、
何
よ
り
抹
茶
の
味
わ

い
を
楽
し
め
る
焼
き
菓
子
で

す
。
一
日
限
定
20
個
と
数
に

限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
「
皆

様
に
口
福
（
こ
う
ふ
く
）
を

お
届
け
で
き
た
ら
幸
せ
で

す
。
」
販
売
を
記
念
し
て
本

紙
ご
持
参
の
方
に
限
り
お
一

人
様
１
個
（
１
８
９
０
円
）

を
一
割
引
に
て
販
売
し
ま
す
。 

営
業
／
９
時
〜
18
時
・
日
、

祭
日
定
休
。
８
月
１
日
〜
15

日
ま
で
の
限
定
企
画
で
す
。 

お
茶
の
竹
翆
園
‥
久
留
米
市

荒
木
町
藤
田
・
国
道
２
０
９

合
川
信
号
南
へ
２
０
０
ｍ 

1
０
９
４
２
―
２
６
―
４
５
９
３ 

A

　
松
尾
溶
接
製
作
所 

作
業
中
に
機
械
の
部
品
が
突

然
折
れ
た
、
割
れ
た
、
洩
れ

た
、
ス
ペ
ア
ー
が
無
い
な
ど

で
慌
て
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
ん
な
困
っ
た
時
駆

け
込
め
ば
大
抵
の
こ
と
は
解

決
し
て
く
れ
る
溶
接
レ
ス
キ

ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
ア
ル

ミ
、
真
鋳
、
イ
モ
ノ
、
ス
テ

ン
何
で
も
溶
接
で
き
、
現
場

出
張
も
Ｏ
Ｋ
。
年
中
無
休
、

非
鉄
金
属
、
特
殊
溶
接
の
松

尾
溶
接
製
作
所
、
筑
後
市
鶴

田
１
４
３
７ 

1
０
９
４
２
―
５
３
―
３
２
８
７ 

お
茶
の
効
能 

 

第
３
回 

殺
菌
効
果 

　
茶
に
含
ま
れ
る
成
分
の
カ

テ
キ
ン
は
い
ろ
い
ろ
な
病
気

を
お
こ
す
細
菌
を
殺
菌
す
る

効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

コ
レ
ラ
菌
、
赤
痢
菌
、
サ
ル

モ
ネ
ラ
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
の
腸

管
感
染
症
や
食
中
毒
の
原
因

菌
、
ま
た
、
水
虫
の
原
因
と

な
る
白
癬
菌
も
殺
菌
で
き
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
以
前
、
病
原
性
大
腸

菌
Ｏ
１
５
７
に
よ
る
集
団
感

染
が
問
題
と
な
り
今
で
も
時
々

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
常
飲
ん
で
い
る
濃
さ

の
緑
茶
で
Ｏ
１
５
７
を
殺
菌

で
き
る
こ
と
が
実
験
で
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
秋
に
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
大

騒
ぎ
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ
ル
ス
も
カ

テ
キ
ン
で
殺
菌
で
き
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は

お
茶
で
う
が
い
を
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
他
、
カ
テ
キ
ン
に

よ
る
虫
歯
菌
の
殺
菌
と
茶
に

含
ま
れ
る
フ
ッ
素
と
の
相
乗

効
果
に
よ
り
虫
歯
予
防
に
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。 

福
岡
県
茶
業
振
興
推
進
協
議
会 

事
務
局
長
　
中
村
　
晋
一
郎 

八女茶で健康 

やめ茶丸 

新　茶 
フォトエッセイ フォトエッセイ 　今日は八十八

夜。星野の浦へ

行ってみた。新

茶は緑濃く育

ち、茶摘は真っ

盛りだった。こ

の日は土曜日で

安達材木店の石

井さんがお茶摘

みを手伝ってあ

った。高級茶は

今でも手摘みで

ある。農繁期真

っ盛りで家族総

出の作業であ

る。お茶畑に居るとマイナスイオンが降りかかり身体にとっても良い

のである。私は日本茶が大好きで三食の後は必ず飲む。以前、日本茶

はカテキンが多く毎日三食の後に飲むとガンになりにくいと言うのを

聞いた事がある。慢性疾患が出やすい年齢でもあり、できるだけ健康

で趣味の写真を撮り続けたい。　　　　　　　　　八媛会　北島東司郎 

　巨峰となしを作って40年、中島

さんの観光農園では今丹精込めて

作った季節の味覚が甘い香りを放

っています。「当園の巨峰は天然

植物漢方栽培という安心して食べ

て貰うためのこだわり栽培をして

います。又梨（幸水・豊水）

はミツバチ交配で受粉してい

ます。」とオーナーは今年の

出来に自信を持って話されま

す。一口ほおばると自然な甘

みが口いっぱいに広がります。

「これから一層甘みも増し美

味しくなりますよ」中島さん

ファミリーの愛情を一杯に受

けて育った巨峰、なしを今年

の夏のギフトとしてご利用しては

いかがですか、又夏の思い出にフ

ルーツ狩りも出来ます。 

中島謙農園　10942-52-6781　

筑後市久富341　209号運転試験場

信号を西へ約1km

  

沈
黙
を
破
る
自
転
車
の
音 

ギ
ー
コ
　
ギ
ー
コ
と
…
… 

時
に
は
そ
れ
が
嬉
し
か
っ
た
り 

時
に
は
そ
れ
が
悲
し
か
っ
た
り 

夜
に
響
く
人
生
の
音 

言
葉
に
出
せ
な
い
心
の
叫
び 

 

空
に
は
満
月 

雨
雲
の
合
間
を
移
ろ
い
で
い
く 

も
し
も
無
常
で
あ
る
の
な
ら 

自
分
が
傷
つ
く
よ
り
も 

人
を
傷
つ
け
る
よ
り
も 

心
に
嘘
を
つ
い
て
雲
の
合
間
を 

流
れ
る
ほ
う
が
い
い 

 

沈
黙
を
破
る
自
転
車
の
音 

ギ
ー
コ
　
ギ
ー
コ
と
…
… 

時
に
は
心
の
笑
い
声
だ
っ
た
り 

時
に
は
心
の
涙
だ
っ
た
り 

今
夜
も
願
う 

明
日
が
晴
れ
で
あ
っ
て
ほ
し
い 

未
来
が
晴
れ
で
あ
っ
て
ほ
し
い 

森
　
志
穂 

夜

の

自

転

車

 

　
み
な
さ
ん
、
「
ロ
ー
ソ
ク
」

に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
て
い
ま
す
か
。
真
っ

先
に
仏
壇
・
仏
具
・
神
具
に

用
い
る
ロ
ー
ソ
ク
を
思
い
浮

か
べ
る
方
が
多
い
の
で

は
・
・
・ 

　
八
女
市
の
ロ
ー
ソ
ク
メ
ー

カ
ー
国
光
産
業
株
式
会

社
は
、
従
来
の
仏
神
用

ロ
ー
ソ
ク
に
加
え
、
近

年
で
は
多
種
多
様
な
キ

ャ
ン
ド
ル
を
販
売
し
新

規
顧
客
の
開
拓
と
市
場

の
掘
り
起
こ
し
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
「
積
極

的
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
売

り
出
す
事
で
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
ロ
ー
ソ

ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ

る
馬
場
社
長
。
最
近
で
は
、

八
女
の
地
の
利
を
活
か
し
て

お
茶
を
使
っ
た
抹
茶
キ
ャ
ン

ド
ル
シ
リ
ー
ズ
を
開
拓
。
お

茶
と
キ
ャ
ン
ド
ル
の
相
乗
効

果
で
地
元
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。 

キャンドルのある暮らし キャンドルのある暮らし 


